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≪報道発表≫ 

 
 

株式会社ボーネルンド 
 

「あそび」を科学的に考え開発した子どもの発育サポート施設 

あそび場と店舗の複合施設「ボーネルンドあそびのせかい クレド岡山店」誕生 
リニューアルオープンする市内人気商業施設「クレド岡山」4階に出店 

子どもの健やかな成長に寄与することを目的に、教育玩具の輸入・開発・販売とあそび環境開発を行

う株式会社ボーネルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、2013年 11月から

2014 年 4 月にかけてリニューアルを実施している岡山県岡山市の商業施設「クレド岡山」内に、親

子に人気の室内あそび場「キドキド」と、世界のあそび道具を販売する「ボーネルンドショップ」を

併設した親子向け屋内複合遊戯施設「ボーネルンドあそびのせかい クレド岡山店」を同館リニュー

アル第二弾として、3月 7日（金）にオープンします。 
 

「ボーネルンドあそびのせかい」とは、親子一緒に運動やあそびを楽しめ、子どもの“こころ・頭・からだ”のバ

ランスがとれた発育をサポートする親子の室内あそび場「キドキド」と、世界のあそび道具を提案販売するボ

ーネルンドショップを合体させ、子育てを総合的に支援する複合施設です。室内あそび場「キドキド」は、当社

スタッフ「プレイリーダー」が常駐し、たくさんのあそびの見本を示して子どもたちのあらゆる体の動きを引き

出し、親子のあそびをサポートします。2004 年の開業以来、来場者数は好調に推移し、昨年は年間 220 万

人の親子が訪れました。子ども自身の高い満足度や、親同士の情報交換や交流の場にもなっていることか

ら、子育てに必須の施設として全国の親子から幅広い支持を集めています。 
 

 「ボーネルンドあそびのせかい クレド岡山店」について       

「ボーネルンドあそびのせかい クレド岡山店」は、「クレド岡山」リニューアル第二弾として 3/7（金）に同館4階フ

ロアにオープンします。クレド岡山はリニューアルに際して、従来のターゲット層に加え、感度の高いファミリー

層の獲得を目指しており、そこに向けた核テナントとして当社をご指名いただきました。当店は、一昨年オープ

ンした「ボーネルンドあそびのせかい 広島パセーラ店」とともに、中国・四国エリアの二大拠点として子どもの

育成と子育てをサポートし、「子どもの成長におけるあそびの価値」を周辺地域へ提案・発信していく予定です。 

かつては全国に「教育県」として知られていた岡山県ですが、現在は学力面で全国低位となっており、教育再生

へ向けた取り組みが課題となっています。伊原木知事は「教育県岡山の復活」を公言し、県全体で学校、家庭、

地域が連携して子どもたちを育む様々な取り組みを行っています。こうした背景の中、当店では、子どもの成長

に影響を及ぼすあそびの重要性について発信し、教育の原点である「あそび」を通して地域の健全な子育て環

境づくりへ貢献していきます。 

幅広い年代の人々が集い、地域に密接なつながりを持つ商業施設への出店を足がかりに、当社では今後も子

育ての現代的課題解決に向けたあそび場づくりの取り組みを拡大・発展させて参ります。 

2014年 1月 28日（火） 
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ダンシング・サンド アートの森（イメージ） 

初登場遊具 コロコルド・アークラダー 

アニマルボーリング （ドイツ） カラフルギア （イタリア） おさかなシロフォン （日本 ボーネルンドオリジナル） 

■「ボーネルンドショップ」には子どもの成長にあわせた多様なあそび道具が勢ぞろい 

ボーネルンドでは、「あそび道具」は子どもの成長に欠かすことのできない生活のための大切な道具だ

と考えます。ボーネルンドショップでは、世界中から厳選した、子どもの成長に応じた多種多様なあそび

道具を提案販売しています。当社スタッフであるインストラクターが、一人一人の子どもの発達段階に合

わせて適切なあそび道具や遊び方を提案いたします。併設する室内あそび場「キドキド」で実際に触れ

たあそび道具も幅広く取り揃え、ご家庭に帰っても多様なあそびを体験することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■室内あそび場「キドキド」には子どもの体の動きを引き出す仕掛けが満載 

 あらゆる体の動きを引き出す、キドキド初登場の大型遊具も登場 

あそびを科学的に考え開発した子どもの発育サポート施設「キドキド」は、運動科学先進国であるデン

マークの教育者と開発したオリジナル遊具を中心に、子どもたちが発達段階に応じた多様なあそびを存

分に楽しめるよう、環境全体に工夫をこらして設計しています。当店では、バランス感覚を刺激する大型

遊具「コロコルド・アークラダー」をキドキド初導入。手足を使っ

てはしごの頂上まで登る緊張感が、集中力を高める挑戦とな

ります。また、這う、ほふく前進など普段の生活ではあまりでき

ない動きを引き出すトンネルや、0歳から 1歳半までの専用エ

リア「ベビーガーデン」には、赤ちゃんの登る動作を促すスペー

スも登場します。乳幼児から小学校高学年まで、幅広い年代

の子どもたちの挑戦心を刺激し、あそびを通して多様な体の

動きを自然に引き出します。 

 

 手先の巧緻性を養う、じっくり取り組む遊びも充実化 

当店では、体全体を動かすあそびに加え、指先の巧緻性を高めるあそびも体験できます。壁面に磁石

を貼り付けて遊ぶスペース「アートの森」を 2ヶ所設置し、1 ヶ所では色鮮やかなグラデーションカラーに

色付けされたマグネットつき木製キューブを導入し、高度なモザイク画を作って遊べます。もう一方のス

ペースでは、昨年 9 月の発売以来、ショップでも大変ご好評いただいている人気商品「ダンシング・サン

ド」が登場。スウェーデン産の「ダンシング・サンド」は、粒子の細かい砂表面にシリコン加工を施し、まる

で水を含んでいるかのようなしっとりした触感で自由な造形あそびを楽しめます。自分の手で何かをつく

る機会が減っている今、親子一緒に造形あそびにチャレンジし、自分の手で何かを作り出す喜びや達

成感を感じることができるあそび場です。 
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当社は、子どもの遊ぶ機会の減少や身体能力の低下といった社会問題解消に向け、全身を使って多様なあそび体験ができる、

親子の室内あそび場を展開しています。本施設は、通常保育と比較して歩数が約 1.5倍、跳ねる・転がる・くぐるなどの動きの多

様性は約 2倍という高い運動効果や、子ども自身の高い満足度などからリピーターも多く、2013年は年間 220万人を超える親

子にご来場いただいており、子育てに必須な施設として支持されています。 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

■ 所 在 地   〒700-0821 岡山県岡山市北区中山下 1-8-45 NTTクレド岡山ビル 4F 

■ 営 業 時 間   ショップ：10：00～20：00 

       キドキド：10：00～19：00（18：30最終受付） 

■ 営業開始 日   2014年 3月 7日（金）10：00～ 

■ 店 舗 面 積   ショップ：約 17坪、キドキド約 210坪 

■ お問い合わせ先   ボーネルンドフリーダイヤル 0120-358-518（店舗番号は 2月下旬開通予定） 

■ ア ク セ ス   JR岡山駅より路面電車・バス 5分、または徒歩 10分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ボーネルンドあそびのせかい クレド岡山店」概要                       

≪報道関係の方のお問い合わせ先≫ 

株式会社ボーネルンド 広報室 

担 当：讃井、村上 

T E L：03-5785-0860 / 080-5901-3591 

E-mail：sanui@bornelund.co.jp 

株式会社プラップジャパン 

担 当：五味渕、古澤、山口 

T E L：03-4580-9104 

E-mail：bornelund@ml.prap.co.jp 

≪一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）≫ 

株式会社ボーネルンド   TEL：0120-358-518 

 

 

 

「ボーネルンドあそびのせかい クレド岡山店」施設内イメージ                     

A：通常保育 B：インドアプレイグラウンド 

A B 

「キドキド」の年間来場者数推移 

歩数比較 動作の出現数の比較 

A A A A A A B B B B B B 

運動効果の実測データグラフ 

【ボーネルンドについて】 

ボーネルンドは、あそびを通して子どもの健全な成長に寄与するため1981年に設立し、一貫して“あそびの道具と環境”を提供する事業を展開。一般

家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”を提案、全国 91 ヵ所で店舗を展開しています。同時に幼稚園や保育園、公園な

どに高品質な大型遊具や教育道具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛けた実績は国内約 3 万ヵ所まで拡大していま

す。また、2004 年からは、子どもが遊ぶ機会を増やすために、親子一緒に様々なあそびを体験できる室内あそび場「キドキド」事業をスタート。現在

全国 18箇所、年間 200万人以上の親子が訪れています。 
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※山梨大学教育人間科学部 中村和彦准教授（現教授）による調査        （人）   


